
 

■内部評価について

　①成果指標につい
て

部会名 人づくり

施策No. 3-1-1 施策名 子育て支援の充実 施策主管課 こども課

平成２６年度 施策評価検証シート
評価年月日　　平成26年8月19日

　④シート記載内容
について

・施策の取り組み実績や、事業内容等、わかりやすい記載内容となっているか。
→「4　施策を構成する事務事業一覧」の各事業が、「1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組
み実績」の(1)～(4)のどの部分に対応するのか整理されていない。そのため、施策のどの取り組みが、
どのような事業で構成され、各事業がその取り組みにどの程度貢献しているのか把握しにくい。施策の
状況を的確に評価する上でも、事務事業一覧における各事業の記載方法について工夫が必要であ
る。

・成果指標の項目は施策の目指す姿に沿っているか。
→沿っている。ただし「他に考えられる指標はないか」も参照のこと。

・目標値の設定は適切か。
→「市の子育て相談体制に満足している保護者の割合」「子育て支援サービスを実施可能な施設の割
合」については適切である。ただし、「保育所の待機児童数」については、目標を「0人」にすることが現
実的には困難であり、たとえば保護者の希望に対する「充足率」のような、指標を工夫する必要があ
る。

・他に考えられる指標はないか。
→児童虐待に関する成果指標が必要である。

・成果指標の経年推移について的確な分析を行っているか。
→行っている。

　②施策を構成する
事務事業について

・施策を構成する事務事業は相対的に必要十分で過不足のないものになっているか。
→過なものはない。不足については「他に考えられる事業はないか」を参照のこと。

・目指す姿の実現に貢献している事業か（貢献度の評価・判断理由は適当か）。
→貢献度の評価・判断理由は適当である。

・市民ニーズや社会情勢の変化により、市の関与の必要性が低下した事業はないか。
→ない。ただし、市による取り組みではなく、行政と市民との協働を伴う方法を用いることで、市が直接
関与すべき範囲が明確になる事業もある（たとえば地域の高齢者に子育て支援に協力してもらうなど、
保育士を伴わない方法による子育て支援の取り組み）。

・施策の目指す姿を実現するために、さらに成果の向上を図る事業はないか。
→たとえば子育て環境の不安定化・孤立化の問題に関する対策の成果向上については、同じ問題へ
の対策を含む「家庭の教育力向上」などの他の施策との連携が必要である。また、成果向上のために
追加すべきものについては「他に考えられる事業はないか」を参照のこと。

・他に考えられる事業はないか。
→現状の事業一覧では、児童虐待対策がどの事業に含まれるのか不明確である。虐待の未然防止
策も含めて独立した事業とすべきである。また保育士確保の取り組みや、保育士配置を伴わない形で
地域の企業や高齢者に子育て支援に協力してもらう取り組みも必要である。

　③施策の総合的な
評価

・施策の主な取り組み成果や成果指標の推移、施策を構成する事務事業の検証等を踏まえ、施策の
目指す姿を実現するための問題点・課題が明確になっているか。
→おおむね明確になっている。ただし児童虐待については、（課題）や（今後の方向性）の中で掘り下
げた記述が必要である。


